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研究開発の成果（ATC施設利用との関連を具体的に記述してください。） 
本研究では TAO 望遠鏡の建設に関連して、以下のような基礎的な開発研究を行った。 
1) 望遠鏡能動光学・補償光学の基礎技術研究 
小口径望遠鏡向け可視補償光学の試験装置を製作した。本装置は TAO 望遠鏡の能動光学制御のため
に使用されるものと同様のシャックハルトマン形式の波面センサーを採用し、波面データをもとに可

変形鏡をフィードバック制御している。本装置を国内の小口径望遠鏡に取り付けて試験観測を行い、

これにより星像を大きく改善することができた。一連の実験から TAO 望遠鏡の精度の高い能動光学
制御のため、また将来の補償光学装置の開発に向けて、重要な知見を得ることができた。 
2) TAO望遠鏡副鏡センターコーンの製作 
望遠鏡構造体からの熱放射を避けるため、TAO望遠鏡の副鏡にはコーン状の反射構造が取り付けられ
る。このセンターコーンは自身からの熱放射を小さくするために鏡面状に加工され高反射率のコーテ

ィングを行う必要がある一方で、副鏡の再蒸着作業のため容易に脱着可能である必要がある。このた

めセンターコーンは２つのパーツに分かれ、それぞれの外端は薄く鋭利な形状となっており、製作上

極めて特殊な加工を必要とする。そこで ATC/MEに製作を依頼し、２つのパーツの接合部の構造を変
えた二種類のモデルを製作することができた。次年度以降にコーティングの評価を行う。 
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レーザー干渉計 Zygo GPI 
メカニカルエンジニアリングショップでの製作、超精密加工機 
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